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あらまし：近年，大学や商業施設の駐車場において，混雑や案内ミスの低減を目的とした効率的な駐車場

管理が求められている．従来のセンサー方式は高い導入・保守コストを要するという課題がある．本研究

では，駐車場の出入口に設置したカメラ映像を用いて車両の入出庫を検知し，車両カウントにより現在の

駐車台数を推定する駐車場管理システムを試作した．物体検出には軽量な YOLO モデルを用い，出入口

に設定した仮想ラインの通過判定によって台数を加減算する方式を採用した．また，算出結果を Web ア

プリケーション上にリアルタイム表示し，利用者および管理者が混雑状況を把握できる構成とした．検証

実験では，夜間を含む実環境を想定した映像に対して約 93％の正解率を確認し，出入口監視に基づく車

両カウント方式の実用性を示した． 

キーワード：駐車場管理，車両カウント，出入口監視，画像処理，YOLO 

 

 

1. はじめに 

近年，大学や商業施設における駐車場では，混雑

の発生や利用者への案内ミスが課題となっている．

これらの問題は，利用者の利便性低下に加え，駐車

場周辺の渋滞や運営効率の低下を招く要因となる．

従来の駐車場管理では，警備員による人的管理や，

ループコイル，超音波センサーなどの専用機器を用

いた方式が広く用いられてきた．しかし，これらの

方式は設置工事や保守にかかるコストが大きく，小

規模施設や教育機関においては導入が難しい場合も

多い．近年，監視カメラの普及やコンピュータビジ

ョン技術の進展により，カメラ映像を用いた駐車場

管理が注目されている．特に，物体検出アルゴリズ

ムである YOLO を用いた車両検出は，リアルタイム

性と精度を両立できる手法として，交通量計測や駐

車場管理への応用が報告されている(1)．また，画像認

識を用いて駐車場内の車両を検出し，管理を行うシ

ステムが提案されている(2)．画像処理を用いる方式

は，専用センサーを必要とせず，既存設備を活用で

きる点で導入コストを抑えられるという利点を有す

る．一方で，駐車場全体を俯瞰するカメラ配置では，

解像度不足や車両の重なりによる検出精度低下が課

題となる場合がある．  

本研究では，駐車場の出入口に設置したカメラ映

像を用いて車両の入出庫を検知し，車両カウントに

より現在の駐車台数を推定する駐車場管理システム

を試作する．駐車場全体を撮影する方式とは異なり，

出入口に限定した監視を行うことで，カメラと車両

の距離を近く保ち，解像度不足や車両の重なりによ

る影響を抑制することを狙いとする．物体検出には

軽量な YOLO モデルを用い，エッジ環境においてもリ

アルタイムに動作可能な構成とした．さらに，算出

した駐車台数を Web アプリケーション上で可視化

し，利用者および管理者が混雑状況を直感的に把握

できるインターフェースを構築する．提案システム

の構成および判定手法を述べ，実環境における検証

を通じて提案方式の有効性を明らかにする． 

 

2. 提案システム 

2.1 システム概要 

本研究で試作した駐車場管理システムは，駐車場

の出入口に設置した 2 台のカメラ，画像解析プログ

ラム，および Web アプリケーションから構成される．

各カメラで取得した映像に対して車両検出を行い，

出入口を通過する車両をカウントすることで，現在

の駐車台数を算出する．算出結果は Web アプリケー

ションに送信され，利用者および管理者に対してリ

アルタイムに表示される．提案システムは，専用セ

ンサーを用いず，汎用的なカメラとソフトウェアの

みで構成されている点に特徴がある． 

2.2 車両カウントの判定方法 

車両カウントは，出入口カメラの映像に対して物

体検出を行い，車両があらかじめ設定した仮想ライ

ンを通過したかどうかによって判定する．物体検出

には軽量な YOLO モデルを用い，検出対象を車両クラ

スに限定することで不要な誤検出を抑制する．各フ

レームにおいて検出された車両の中心座標を用い，

連続フレーム間での移動方向を判定することで，入

庫および出庫を識別する．これにより，同一車両の

二重カウントを防止しながら，出入口を通過した車

両のみを正確にカウントする方式とした．図 1 に入

口映像における車両検出および仮想ラインを用いた

判定の例を示す． 
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2.3 Web表示と運用方法 

算出した駐車台数は，Web アプリケーションを通

じてリアルタイムに表示する．画像解析プログラム

が出力した台数情報を共有ファイルに記録し，Web

側ではこれを定期的に読み込むことで，データベー

スを用いずに軽量な構成を実現している．利用者向

け画面では，現在の駐車台数や混雑状況を視覚的に

表示し，管理者向け画面では，履歴データをもとに

時間帯ごとの利用傾向を可能とする．また，複数の

プログラムを一括で起動する仕組みの導入により，

専門的な操作を介さず，教育機関などでも容易に運

用できる構成をとる．利用者向け Web 画面における

駐車台数のリアルタイム表示例を図 2 に示す．また，

管理者向け Web 画面では，駐車台数の履歴をもとに

時間帯ごとの利用傾向の表示例を図 3 に示す． 
 

 
図 1 出入口映像における車両検出および仮想ライ

ン判定の例 

 

 
図 2 利用者向け Web 画面における駐車台数のリ

アルタイム表示例 

 

 
図 3 管理者向け Web 画面における駐車台数推移

の可視化例 

3. 検証 

提案システムの有効性を確認するため，実環境を

想定した映像を用いて車両カウントの検証実験を行

った．検証では，駐車場の出入口を通過する車両を

撮影した動画に対して提案システムを適用し，実際

の通過台数と提案システムによるカウント結果を比

較した．特に，実運用を想定し，夕方から夜間にか

けての照度が低下する時間帯を含む条件で評価を行

った．検証に用いた映像は，駐車場の出入口を模し

た実環境において撮影したものであり，入口および

出口それぞれについて複数時間の動画データを取得

した．これらの映像に対して提案システムを適用し，

車両が出入口を通過した回数を手動で計測した結果

と，提案システムによるカウント結果を比較した．

検証対象には，乗用車を中心とした複数の車両を含

めるとともに，人や自転車などの非対象物が映り込

む状況も含めた．評価は，正しく入出庫が判定され

た割合を正解率として算出した． 

検証の結果，合計 107 回の車両通過に対して，100

回を正しくカウントすることができ，正解率は約

93.5％であった．単独で走行する車両については，

昼夜を問わず安定した検出およびカウントが可能で

あることを確認した．一方で，車両同士が接近また

は重なった場合や，夜間における照度不足の条件下

では，一部でカウント誤りが発生した．これらの結

果から，実環境を想定した条件下においても，提案

システムが実用的な精度を有することが示された． 
 

4. まとめ 

本研究では，駐車場の出入口を監視するカメラ映

像を用いて車両の入出庫を検知し，車両カウントに

より現在の駐車台数を推定する駐車場管理システム

を試作した．出入口に限定した監視方式を採用する

ことで，解像度不足や車両の重なりによる影響を抑

制し，汎用的なカメラと軽量な物体検出モデルを用

いた実用的な構成を実現した． 

検証実験では，実環境を想定した条件下において

約 93.5％の正解率を確認し，提案方式が教育機関や

小規模施設における駐車場管理手法として有効であ

ることを示した．今後の課題として，車両同士の接

近や照度不足に起因するカウント誤りの低減が挙げ

られる．これらに対しては，カメラ設置条件の改善

や判定ロジックの高度化を行うことで，さらなる精

度向上が期待される． 
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